
Aグループ 

・施設が点在している。市全体のデザインが必要
　（20～50年先を見て） 

・市民が必要とする有効的な金の使い方を見直し 

・広報紙の有効利用 

・まちづくり、情報発信には既存の団体を使うのもいいので 
はないか？ 

・市民活動団体の把握 

・顔の見える行政であってほしい。（交流・ボランティアなど） 

・南地区でも窓口業務を！ 

行　　政 

・職員も視察をして、見識を広げてほしい。 

・仕事に意欲・責任感を持って！ 

・形式・プロセスを大事にしているだけではダメ！中身が大 
事！ 

・部下の意見を吸い上げる。 

・若い職員の意見を反映して。 

・アンケートや懇談会などで、市民の声を吸い上げる。 

・縦割りではなく、横の連携も大事に！ 

・議員と対等の意識を持って！ 

職　　員 

顔の見える　活きのいいまち



Bグループ 

・市役所って何をやっているところなのか、どこの課 
でどんな仕事をやっているのか分かりやすくしてほ 
しい。 

・横のつながりをもっととってほしい。 

・もっと市民と話す機会、意見交換の場を設けてほ 
しい。 

・予算がないという弁解をしないでほしい。 

・予算重視の考え方を改めるべき。（予算内で納ま 
ればいいや） 

・先例や他の自治体のやり方にとらわれず、その 
時、その場に応じた稚内市独特の対応をしてほし 
い。 

・どの施設に市が関わっているのか明確にしてほし 
い。 

・組織改変のたびにその内容をもっと分かりやすく 
市民に知らせる。 

・物事の進め方をもっとスムーズに！
　決まるまで時間がかかりすぎ！ 

・前年の予算消化具合が翌年の予算に反映するの 
はおかしい。無理に予算を消化しようとする。 

全　体 

・広報の見直し！（もっと簡素化し 
てもいいのでは？） 

・除雪にメリハリを！（やらなければ 
ならない危険な場所と、市民に任 
せていい部分） 

・保育所事情の改善　（女性の社会 
進出を促して） 

・教育にもっとお金をかけてほしい。 

・医療問題を真剣に考えてほしい。 
（産婦人科etc） 

・市立病院に集中しすぎないよう、 
民間の開業を促す。 

・観光についての方向性が見えな 
い。 

個　々 ・市職員の個人差（対応など） 

・市立病院の看護師・医師の対応改善 

・職員の窓口での対応が数年前より親切 
になったと思う。 

・もっと外に出て、市民の声を聞く。 

・ある課にどのような職員が配属されるか 
によって、仕事の内容や熱心さに差が出 
るのではないか。 

・短期の人事異動が改革精神を損なわせ 
ているのではないか。（とりあえずこうやっ 
ておこう） 

・地元以外からの採用は果たして稚内市 
のためになるのか。 

市職員 

人が集まるまちにするために 

行　　　政



Cグループ 

= 
=

　

　　　

・人口減少へ具体的な政策 

・行政は産業及び企業の情報集め、稚内地域にあった産業・企業の育 
成と支援を図り、人口増加を目指す。 

・市民生活だけではなく、地域の産業にももう少し力を入れたほうがい 
い（新規就農等） 

・人口が少なくなったので、議員も少なくするべき 

・政策評価を十分に機能させて、少ない予算を有効に使ってほしい。 
（重点的に使うところとカットするところ） 

・医師の交代が早すぎる。 

・若者にも老人にも「働く場｝ 

目　標 

・冬道の定期的な除排雪 
（特に歩道） 

・病院や福祉施設の充実 

ハード 

・職員自らのボランティア活動 

・北門神社祭、南極まつり等稚内 
で行われる祭りへの積極的な参 
加

町内会活動等、地域活動に現状 
以上の参加を求める。（土日の行 
事が多いため、一般の、特に男性 
の参加が少ないため。） 

・多くのテーマで活動し 
ている団体の状況が横つ 
ながりに広がらないの 
は、まだまだ行政自体が 
バラバラ？ 

・NPOなど、具体的援 
助・育成 

（芽を摘むようなことが 
あってはならない。） 

個の参加

　産業と人づくりのできるまち 

・観光名所の案内の確立、中長期 
的な整備 

・既存施設（水族館・科学館）等の 
有効利用 

・観光施設として活用できない 
か。 
・百年記念塔の冬の利用はどうす 
るか。 

施設・景観の整理 

行　政 

といったことを、創造しあえる人づくりに力を入れてほしい。 

【情報の共有】 
・種々の会議・ワークショップ等において、収集した情報を多く持っている。⇒市民とのキャッチボールが必要 

・市の現在の状態を市民に、今以上 
に分かりやすく説明してほしい。（町 
内会や各サークル等の場で） 

・職員一人ひとりが持っている有用な 
情報やアイディアを色々な場でもっ 
と出してほしい。 

情　報 

アドバイス 

職　員 

机上の作業のみでなく、現場に出て行って、現状を十分認識することが大切


